
○ １件目（車両相互正面衝突） 

・ 発生日時場所 ５月２５日（土）午前８時２５分頃、亀山市関町坂下地内 国道１号 

・ 事故の状況  一方通行を逆走した普通乗用車（菰野町、７７歳、男性）と大型自動二輪車（県外、６１歳、男性） 

が正面衝突し、自動二輪車の運転手が死亡。 

○ ２件目（車両相互出会い頭事故） 

 ・ 発生日時場所 ５月２６日（日）午後６時３０分頃、松阪市大河内町地内 国道１６６号 

 ・ 事故の状況  一時停止規制のある交差点において、軽四貨物車（松阪市、８３歳、男性）と普通乗用車（松阪市、 

５８歳、男性）が出合い頭に衝突。軽四貨物車の運転者が死亡。 

○ ３件目（車両単独衝突） 

 ・ 発生日時場所 ５月２７日（月）午後５時００分頃、伊勢市宇治浦田町地内 市道 

 ・ 事故の状況  稼働先の駐車場から道路に進入した普通乗用車（伊勢市、８１歳、女性）が、電柱および用水路 

ガードレールに衝突。普通乗用車の運転者が死亡。 

○ ４件目（人対車両） 

 ・ 発生日時場所 ５月２８日（火）午後７時１５分頃 松阪市西黒田町地内 県道 

 ・ 事故の状況  単路において、軽四乗用車（松阪市、２１歳、女性）が中型トラック後部で荷下中の男性（松阪市、 

７７歳）に衝突。軽自動車と中型トラックに挟まれた男性が死亡。 

 

 

性・５７歳）と東進中の自転車（四日市市・ 

男性・８８歳）が衝突。（どちら側が赤信号だったのかなど事故の詳しい原因は調査中） 

自転車運転中の男性が死。 

〇 事故を起こさないためには 

 【ドライバー】 

 ・ 運転中は適度な緊張感を保ち、交通事故を未然に防ぎましょう 

 ・ 深夜や未明の時間帯でも、自転車や歩行者が通行することを想定し運転すること 

・ 前照灯は、ハイビームとロービームのこまめな切り替えを行うこと 

【自転車】 

・ 夜間の外出時は、ドライバーから認識されやすい、明るい服装（白色や黄色等）を着用するほか、反射材の着用、 

に努め、ライトを必ず点灯させましょう 

 ・ 自分の身を守るため、ヘルメットをかぶり、しっかり安全確認をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

   

 

 

 

 

よんなん交通安全だより 

県内で交通死亡事故が４日連続して発生 

 三重県内におきまして、令和６年５月２５日（土）から同月２８日（火）までの４日間、交通死

亡事故が連続して発生（発生市：亀山市１件、松阪市２件、伊勢市１件）し、４人の方が犠牲とな

りました。交通死亡事故の状況は以下のとおりです。（報道文から抽出） 

～ 県内では今年に入り、１８件発生し、１８人が犠牲に（前年比－１０人） ～ 

 令和６年５月３０日発行 
四日市南地区交通安全協会 

 

皆で死亡事故の発生を止めましょう！ 

STOP  交通死亡事故！ 

４日連続して発生した交通死亡事故の状況 

三重県の交通死亡事故発生状況 （前年比：―９件、―１０人） 

〇 交通死亡事故の発生状況（５月２９日現在） 

三重県内では、交通事故死亡事故が１８件発生し、１８人が犠牲となりました。 

四日市南地区では、３月３日（日）、午前０時５分頃、末永町で発生した人対車両の死亡事故と、４月１５日（月）、 

午前４時００分頃、海山道町で発生した車両相互の出会い頭事故とで、２人が犠牲となっています。  

〇 交通死亡事故の特徴 

 ・ 年代別：高齢者 ～ ８人（運転:４、同乗:１、自転車:１、歩行者:２）、若年者 ～ １人、その他年齢 ～ ９人 

 ・ 類型別：人対車両 ～ ５人、車両単独 ～ ６人、正面衝突 ～ ３人、出会い頭 ～ ３人、車両相互その他 ～ １人 

・ 曜日別：土日祝 ～ ９人（土:３人、日:５人、祝日:１人）、平日 ～ ９人（月:５、火:１人、水:２人、木:１人） 

・ 路線別：国道 ～ １０人（R23:３人、R166:２人、R306:２人、R1:１人、R165:１人、R260:１人） 

高速道 ～ １人、県道 ～ １人、市町道 ～ ４人、路外施設 ～ ２人 

 ・ 昼夜別：夜間 ～ ９人、昼間 ～ ９人 


